
KDDI（au）が2012年末のLTEサ

ービス開始までの「つなぎ」として導

入を計画している新データ通信シス

テム「マルチキャリアRev.A」の具体

的な姿が明らかになってきた。

このシステムはauのデータ通信

の主力であるCDMA2000 1x EV-

DO Rev.Aの「改良版」。下り最大

3.1Mbps／上り最大1.8Mbpsの

Rev.Aの搬送波（キャリア）を2波あ

るいは3波束ねることで、通信速度を

向上させるものだ。

最大通信速度は3波運用時で下り

9.3Mbps／上り5.5Mbps、2波運用時

でも下り6.2Mbps／上り3.6Mbpsとな

る（図表1）。

マルチキャリアRev.Aは、規格上

はRev.Aの後継としてCDMA2000の

標準化団体3GPP2で2006年に策

定された「EV-DO Rev.B」の一部仕

様（サブセット）である。Rev.Bは、

Rev.Aを段階的に高度化し、最高ス

ペックでは下り最大73.5Mbpsの高

速データ通信にも対応する広範な

規格だが、その中からソフトウェア

アップグレードだけで既存のRev.A

設備に導入できるシンプルな仕様を

切り出したのがマルチキャリア

Rev.Aである。

都市部は3波9.3Mbps

総務省は、4月にKDDIがマルチキ

ャリアRev.Aの導入方針を固めたこ

とを受け、8月に情報通信審議会

情報通信技術分科会に「携帯電

話等周波数有効利用方策委員会

CDMA2000高速データマルチキャリ

ア方式作業班」を設置、同方式の技

術基準の検討をスタートさせている。

初会合でKDDIは前述のマルチキ

ャリアRev.Aのスペックを明らかに

したが、その具体的なサービスイメ

ージは次のようなものになる。都市

部などを中心に整備が進められて

いる2GHz帯基地局が利用可能なエ

リアでは、3波利用の下り9.3Mbps

のサービスが利用できる。

また、新800MHz帯のみでカバー

されるエリアでは、帯域幅の制約か

らRev.Aの搬送波数が最大で2波と

なるため6.2Mbpsが最大通信速度と

なる。もちろんRev.Aが1波しかない

基地局に接続した場合は最大通信

速度は3.1Mbpsにとどまる（図表2）。

サービスインは2010年度後半の予

定だ。

ところで、9月に開かれた作業班の

第2回会合では、この仕様に加えて3

波運用時の下りの最大通信速度を

14.7Mbpsに向上させる仕様が技術

基準に追加されることになった。こ

れはRev.Aの最大通信速度時の変

調方式を16QAMから64QAMに変

更して高速化するものだ。

もっともKDDIは現時点では、この

仕様を導入するかどうかは明確にし

ていない。同社でマルチキャリア
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KDDIが来年秋にも導入を予定する「マルチキャリアRev.A」は、少額の投

資で短期間にデータ通信速度を3倍に向上させるもの。さらに64QAMを

導入し、下り14.7Mbpsを実現する検討も進んでいるという。
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最大通信速度 

図表1 マルチキャリアRev.Aの概要


